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岩手県岩泉町議会

　釜津田の佐々木一
か つ じ

二さん７人
家族です。３年前、息子の大

だいじゅ

樹
さん夫婦が帰ってきました。歌
が大好きで元気に飛び回るかわ
いい３姉妹の孫に囲まれて、毎
日にぎやかに過ごしています。

22

大家族
シリーズ

P4	 15施設の管理や運営を指定
P6	 	台風10号災害
	 復旧・復興がおおむね完了
P7	 町の考えを問う（8議員が一般質問）

P2	 緑豊かな郷土を次世代に
	 放射性廃棄物の持ち込みを拒否
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次
は
、
15
施
設
の
管
理
や
運
営
を
指
定

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
の
６
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
８
議
員
が
登
壇
。
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を

た
だ
し
ま
し
た
。【
質
問
内
容
は
７
～
15
㌻
】

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
18
議
案
を
審
議
。
議
員
発
議
（
議

員
が
議
会
に
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
）
で
「
岩
泉
町
放
射
性
廃

棄
物
の
持
込
み
拒
否
等
に
関
す
る
条
例
」
と
「
少
人
数
学
級
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
、
全
て
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

【
条
例
補
正
予
算
な
ど
の
審
査
内
容
は
４
・
５
㌻
】

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

地
を
守
る
こ
と
が
使
命

　
本
町
は
、
平
成
29
年
に

国
が
示
し
た
、
原
子
力
発

電
所
（
原
発
）
か
ら
出
る

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

（
核
の
ご
み
）
の
最
終
処

分
場
の
適
地
「
科
学
的
特

性
マ
ッ
プ
」（
※
）
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
９
月
の
町
議
会
定

例
会
に
「
岩
泉
町
に
放
射

性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
せ

な
い
条
例
（
仮
称
）
制
定

に
つ
い
て
の
請
願
」
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
緑
豊
か
な
郷

土
を
残
し
、
次
世
代
を
放

射
性
物
質
の
脅
威
か
ら

守
っ
て
い
く
こ
と
が
使
命

と
考
え
「
岩
泉
町
放
射
性

廃
棄
物
の
持
込
み
拒
否
等

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
で

条
例
を
調
査
・
検
討

　
条
例
は
、
議
会
で
作
成

す
る
こ
と
に
決
定
。
総
務

常
任
委
員
会
（
坂
本
昇
委

員
長
）
が
担
当
と
な
り
ま

し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
既
に
同

様
の
条
例
を
制
定
し
て
い

る
自
治
体
の
状
況
や
内
容

を
調
査
。
本
町
の
条
例
に

入
れ
込
む
事
項
な
ど
を
検

討
し
ま
し
た
。
併
せ
て
町

と
の
協
議
も
行
い
、
条
例

案
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

議
員
発
議
で
提
案

全
会
一
致
で
可
決

　
総
務
常
任
員
会
で
作
成

し
た
条
例
案
は
、
議
会
運

営
委
員
会
（
畠
山
直
人
委

員
長
）
の
協
議
を
経
て
、

12
月
８
日
の
本
会
議
に
議

緑
豊
か
な
郷
土
を
次
世
代
に

放
射
性
廃
棄
物
の

持
ち
込
み
を
拒
否

�

議
員
発
議
で
条
例
を
制
定

子どもたちの明るい未来を願って

おしえてぴーちゃん
核のごみの処分方法は?
　原発の使用済み核燃料を再処理し、ガラスと混
ぜて固めます。これを厚さ約 20㌢の金属容器に入
れ、さらに厚さ約 70㌢の粘土で覆い、地下 300㍍
より深い岩盤に埋めるとされています。

（※）�核のごみを搬入しやすい沿岸部で、近くに火山などがない地域が適地と
して示されています。

員
発
議
で
坂
本
昇
議
員
が

提
案
。
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

県
内
自
治
体
で
は

５
市
町
村
が
制
定

　
岩
手
県
内
で
は
、
本
町

の
ほ
か
、
釜
石
市
、
宮
古

市
、
普
代
村
、
野
田
村
が

「
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち

込
ま
せ
な
い
」
こ
と
を
規

定
し
た
条
例
を
制
定
済
み

で
す
。
そ
の
他
の
沿
岸
市

町
村
で
も
条
例
制
定
の
検

討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
、
県
内
を
含

め
30
の
自
治
体
（
令
和
２

年
12
月
末
現
在
）
が
条
例

を
制
定
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
主
な
内
容

＊
目
的

　
町
に
放
射
性
廃
棄
物
を

持
ち
込
ま
せ
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る

＊
基
本
原
則

①
い
か
な
る
理
由
で
も

放
射
性
廃
棄
物
を
町
に

持
ち
込
ま
せ
な
い

②
原
子
力
関
連
施
設
の

建
設
を
受
け
入
れ
な
い

まち 声のまち 声の
　放射性廃棄物の持ち込み
を拒否することは、今だけで
はなく、子や孫、その先の

未来へ安心・安全をつなぐもの
だと思います。

　岩泉は水が命！
　どんなに過疎になろうが、放
射性廃棄物の持ち込み
などは許せないことだ
と思います。条例制定
は歓迎します。

三浦　善
よし

生
お

さん
（小本・39歳）

小田　健
けん

雄
ゆう

さん
（岩泉・79歳）

③
医
療
用
放
射
性
物
質

の
利
用
は
妨
げ
な
い

＊
立
場
の
表
明

　
必
要
に
応
じ
て
国
や
関

係
機
関
に
目
的
を
通
知

＊
町
の
責
務

　

基
本
原
則
に
の
っ
と

り
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

＊
議
会
の
責
務

　

基
本
原
則
に
の
っ
と

り
、
議
会
を
運
営

＊
町
民
の
責
務

　
基
本
原
則
が
遵
守
さ
れ

る
よ
う
協
力
す
る

＊
施
行
日

　
令
和
３
年
１
月
１
日

空の青と山の緑のコントラストをいつまでも
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害
の
場
所
や
情
報
を
町
民

に
提
供
で
き
な
い
か
。

各
地
で
目
撃
情
報
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
被
害
は
、
農
地
の
掘

り
起
こ
し
が
確
認
さ
れ
て

い
る
が
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

も
の
か
詳
細
は
不
明
。
生

態
や
被
害
の
痕
跡
な
ど
情

報
発
信
を
し
て
い
く
。

本
年
度
の
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
状
況
は
。

11
月
末
現
在
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
５
６
３
頭
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
35
頭
、
カ

ワ
ウ
17
羽
、
イ
ノ
シ
シ
６

頭
で
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
も

出
始
め
て
い
る
。
被

次
は
、
復
旧
・
復
興
が
お
お
む
ね
完
了

　議決された
議案の一覧は
町のホーム
ページで確認
できます。

請願
１件を採択

山
村
広
場
の
名
称
を

岩
泉
球
場
に
変
更
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
、
行
財
政
改
革

大
綱
（
※
）
を
策
定

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
利

用
料
の
見
直
し
や
名
称
変

更
を
検
討
し
て
い
く
。

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
さ
く
ら
ほ

う
む
）
の
入
所
状
況
は
。

男
性
４
人
、
女
性
５

人
で
あ
る
。
男
性
１

人
の
空
き
が
あ
る
。

募
集
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

指
定
管
理
者
の
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
随

時
行
っ
て
い
る
。

道
の
駅
地
域
振
興
施

設
と
は
、
具
体
的
に

ど
の
施
設
か
。

地
場
産
品
販
売
施
設

や
食
堂
、
情
報
提
供

施
設
な
ど
で
あ
る
。

指定管理
山
村
広
場
を
岩
泉
球
場
に

名
称
変
更
を
含
め
て
検
討

問問問 問 答 答答

答

まち 声の

まち 声の

　Ｂ＆Ｇのスポーツクラブ
で、百歳体操やピラティ
スの活動に参加していま

す。知らない人とも仲良くなれ、
楽しくて自然に笑いがでてき
ます。とても感謝しています。

　畑ワサビ栽培を始めて６年
になります。生産量の確保に
は、シニアや女性が気軽に取
り組めるような施策が必要と思
います。ワサビ畑の見学体験ツ
アーなども望まれます。

熊谷　悦子さん
（岩泉・73歳）

洞
ほら

口
ぐち

　繁
しげ

喜
き

さん
（小本・69歳）

鳥　獣
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
状
況
は

ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
５
６
３
頭

畑
ワ
サ
ビ
の
現
在
の

生
産
量
と
大
牛
内
地

区
で
の
計
画
は
。

本
年
度
の
生
産
量
は

約
２
６
０
㌧
と
見
込

ん
で
い
る
。
今
回
、
大
牛

内
地
区
に
約
５
㌶
の
ほ
場

を
整
備
す
る
。
最
終
的
に

は
10
㌶
、
２
０
０
㌧
の
生

産
を
計
画
し
て
い
る
。

大
牛
内
で
栽
培
す
る

予
定
の
岩
泉
わ
さ
び

生
産
組
合
は
、
新
規
参
入

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

問答

答

まち 声の
　クマは、忘れたころに現れてき
て、家の壁板などを数回壊されま
した。その都度、大工さんに
修理を依頼しています。対処
は、駆除が一番と思います。大﨑　公

いさお

さん
（安家・84歳）

農　
業

畑ワサビの生産量は
約２60㌧を見込む

水　道
漏
水
の
相
談
件
数
は

年
30
件
程
度
で
あ
る

年
間
の
漏
水
相
談
件

数
は
。

30
件
程
度
の
相
談
が

あ
る
。

漏
水
分
も
請
求
し
て

い
る
の
か
。

漏
水
の
減
額
認
定
が

さ
れ
た
場
合
、
漏
水

量
の
２
分
の
１
に
平
均
的

実
績
水
量
を
加
算
し
た
額

を
請
求
し
て
い
る
。

使
用
し
た
分
だ
け
請

求
す
べ
き
で
は
。

本
町
の
規
定
は
、
県

内
の
状
況
な
ど
を
調

べ
て
策
定
し
て
い
る
。
内

部
で
協
議
を
進
め
る
。

　
12
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
請
願
１
件
を
採
択

し
、
国
の
関
係
機
関
に
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆
「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
、
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
進
め
る
た
め

少
人
数
学
級
」
を
速
や
か

に
実
現
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願

＊
請
願
人　
少
人
数
学
級

を
実
現
す
る
岩
手
の
会

代
表　
田
代
高
章

＊
紹
介
議
員　

　
林
﨑
竟
次
郎
議
員

＊
付
託
先

　
総
務
常
任
委
員
会

＊
請
願
の
要
旨　
国
に
対

し
て
、小
学
校
、中
学
校
、

高
校
の
少
人
数
学
級
を
速

や
か
に
実
現
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と

＊
審
査
の
結
果　
採
択

＊
意
見
書
提
出
先　
内
閣

総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣

意見書
を提出

畑ワサビ生産量日本一堅持へ

多くの家族連れでにぎわうふれあいらんど岩泉

15施設の管理
や運営を指定

三セクなどに５年間

　条例補正予算等審査特別委員会（林﨑竟次郎委員長）は
12月８日、付託された条例４件と補正予算５件、指定管理
者の指定に関する議案８件を審査しました。
　指定管理者の指定は、町の所有する 15施設を５年間、三
セクやＮＰＯ法人などに管理や運営を行わせるものです。
　ここでは、特別委員会の審査の中からいくつかの内容（質
疑）を要約してお伝えします。

指定管理施設と指定管理者一覧
（指定期間：令和３年４月１日～令和８年３月 31日）

施　設　の　名　称 指　定　管　理　者
高齢者生活福祉センター（どんぐり苑）

社会福祉法人
岩泉町社会福祉協議会

小川デイサービスセンター
大川デイサービスセンター
障がい者グループホーム（さくらほうむ）
ふれあいらんど岩泉

岩泉ホールディングス㈱道の駅いわいずみ
道の駅三田貝分校
小本地域資源利活用施設（愛土館） 小本浜漁業協同組合
小成津波防災センター 小成自治会
B&G海洋センター

特定非営利活動法人
岩泉地域活動
推進センター
（NPOぱぁとなぁ）

山村広場（岩泉球場）
レクリエーション広場
屋内多目的運動場（龍ちゃんドーム）
町民会館
町立図書館

地
元
の
生
産
者
を
含

め
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
や
町
内
の
建
設
業

者
な
ど
新
た
な
生
産
者
で

進
め
て
い
き
た
い
。

ほ
場
整
備
で
切
り
出

さ
れ
た
間
伐
材
の
処

理
は
。保

安
林
の
機
能
を
維

持
し
な
が
ら
整
備
を

進
め
る
た
め
、
木
の
伐
採

は
多
く
は
な
ら
な
い
。
林

内
積
み
上
げ
と
粉
砕
処
理

で
考
え
て
い
る
。

問

問

問 答

答答

問

答 問

問

問 答

答

（※）�役場の組織や行政サービスなどを見直す計画
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町の考えを問う

復
旧
・
復
興
が
お
お
む
ね
完
了

調
査
特
別
委
員
長
が
議
長
に
報
告

　
平
成
28
年
台
風
第
10
号
豪
雨
災
害
復
旧
・
復
興
推
進
調

査
特
別
委
員
会
（
野
舘
泰
喜
委
員
長
）
は
12
月
８
日
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
議
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
末
で
、
町
が
発
注
す
る
台
風
10
号
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
工
事
が
お
お
む
ね
完
了
す
る
た
め
、
調
査
を

い
っ
た
ん
終
了
す
る
も
の
で
す
。

台風10号災害

一般質問全文は、
町ホームページ
で公開しています。

町の考えを問う
8人の議員が登壇

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
８
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
終
息
後
を
見
据
え

た
政
策
な
ど
の
提
言
や
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
８

㌻
か
ら
15
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
の
た
め
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

一般質問

一般質問 復
旧
状
況
な
ど

計
14
回
の
調
査

　
議
会
は
町
議
会
議
員
の

改
選
後
、
平
成
29
年
６
月

９
日
に
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
町
当
局
か
ら

の
復
旧
・
復
興
状
況
の
聞

き
取
り
を
は
じ
め
、
災
害

復
旧
工
事
現
場
や
住
宅
再

建
の
状
況
視
察
。
県
事
業

の
河
川
改
修
工
事
や
道
路

の
復
旧
状
況
は
、
岩
手
県

岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
と
意

見
交
換
な
ど
計
14
回
行
い

ま
し
た
。

委
員
長
報
告
の
概
要

＊
台
風
10
号
豪
雨
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
は
、
着

実
に
進
ち
ょ
く
さ
れ
一
定

の
め
ど
が
つ
い
た

＊
ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉

の
災
害
復
旧
と
岩
手
県
河

川
改
修
工
事
関
連
の
水
道

災
害
復
旧
は
、
必
要
に
応

じ
議
会
や
常
任
委
員
会
で

調
査
を
行
う

町道鼠入川線の現場調査（31 年４月）

未曽有の台風災害が発生（28 年８月）

安家地区の住宅再建現場調査（31年４月）

調査特別委員会を設置（29 年６月）

災害公営住宅上町団地が完成（31年４月）

がれき処理の状況を調査（29 年 10 月）

調査特別委員会の歩み

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員 ・給付金などの延長要望を
・台風被災者の減免継続を（15㌻）

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員 ・次期介護保険料は
・宮古駅までバス路線延伸を（14㌻）

合
あい

砂
しゃ

　丈
たけ

司
し

 議員 ・公共交通体系の見直しを（13㌻）

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員 ・行政組織づくりの現状は
・部門・部署の強化検討を（12㌻）

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

 議員 ・移住定住の情報発信を
・再犯防止計画を（11㌻）

野
の

舘
だて

　泰
やす

喜
き

 議員 ・建設業の激変緩和策は
・農業振興公社の抜本改革を（10㌻）

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員 ・交流人口拡大の活動状況は
・地域防災活動への環境整備を（ 9㌻）

八
や

重
え

樫
がし

龍
りゅう

介
すけ

 議員 ・SDGs 対応ホテルを
・感染予防の注意喚起を（ 8㌻）

［安家地区］

［中里地区］
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問 

交
流
人
口
拡
大
の
活
動
状
況
は

答 

２
泊
３
日
の
宿
泊
体
験
を
実
施

大学生対象の岩泉型インターンシップ（令和元年度の様子）

問 地域防災活動への環境整備を

答 効果的な方策を検討していく

問　
町
は
、
危
機
管
理
課

の
設
置
や
防
災
士
育
成
な

ど
防
災
力
の
向
上
・
構
築

を
進
め
て
い
る
。

　
地
域
防
災
の
中
核
を
担

う
消
防
団
に
対
し
て
も
資

機
材
の
整
備
や
活
動
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
消
防
団
員
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。
団

問　
本
年
３
月
、
岩
泉
町

未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
が
策

定
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ン

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
あ
る
、
関
係
人
口
や
交

流
人
口
の
拡
大
が
町
の
喫

緊
の
課
題
と
考
え
る
。

　
現
在
の
活
動
状
況
と
成

果
を
示
せ
。

町
長　
昨
年
度
か
ら
町
内

と
首
都
圏
に
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
相
談
窓

口
と
し
て
配
置
し
て
い

交
流
も�

三
密
避
け
て

�

安
心
を

員
確
保
の
取
り
組
み
や
地

域
防
災
活
動
へ
の
さ
ら
な

る
環
境
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長　
近
年
、
災
害
が
多

様
化
し
大
規
模
災
害
も
危

惧
さ
れ
る
中
、
消
防
団
員

の
確
保
は
不
可
欠
な
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

消
防
団
で
は
、人
材
の

掘
り
起
こ
し
に
加
え「
機

能
別
消
防
団
員
制
度
」

（
※
）を
設
け
る
な
ど
団
員

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
就
業
中
の
消
防
団
活
動

が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

と
し
て
「
消
防
団
協
力
事

業
所
制
度
」
を
導
入
し
40

事
業
所
か
ら
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
消
防
屯
所
や
資
機
材
の

環
境
整
備
は
、
団
員
の
要

望
な
ど
を
勘
案
し
計
画
的

に
整
備
す
る
。
消
防
団
員

確
保
の
た
め
、
効
果
的
な

方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

る
。
約
20
件
の
移
住
相
談

や
住
宅
案
内
を
行
っ
た
。

　
町
に
関
心
の
あ
る
人
に

は
、
２
泊
３
日
の
「
町
内

お
た
め
し
体
験
」
を
６
回

実
施
し
、
計
10
人
が
参
加

し
た
。

　
９
月
に
は
、
県
内
の
大

学
生
を
対
象
に
「
岩
泉
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を

実
施
し
た
。
８
人
が
町
内

事
業
所
で
の
研
修
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

本
町
へ
の
関
心
を
深
め
た
。

畠山　昌典議員

問　
魅
力
あ
る
観
光
拠
点

づ
く
り
で
は
、
観
光
資
源

を
活
用
し
た
地
域
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
化
を
進
め
る

と
し
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
進
め
る
の
か
。

町
長　
町
内
各
地
の
地
域

資
源
や
特
色
あ
る
食
文
化

な
ど
を
活
用
し
、
食
を
通

じ
た
産
業
振
興
を
取
り
組

む
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
く
。

　
三
陸
沿
岸
道
路
の
全
線

開
通
を
見
据
え
、
道
路
利

用
者
を
素
通
り
さ
せ
な
い

よ
う
町
内
を
周
遊
で
き
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

アメニティの廃止で環境負荷の軽減を

ご
法
度
は�

飛
沫
飛
び
交
う

�

食
事
会

問　
龍
泉
洞
温
泉
ホ
テ
ル

の
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
17
の
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
に

対
応
し
た
ホ
テ
ル
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
は
、
今
や
時
代
の

潮
流
と
な
っ
て
い
る
。
龍

泉
洞
温
泉
ホ
テ
ル
の
み
な

ら
ず
関
係
機
関
な
ど
と
連

携
し
、
積
極
的
に
取
り
組

問　
観
光
産
業
が
盛
ん
な

本
町
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
侵
入
は
、
官
民

一
体
と
な
り
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
ま
一
度
、
さ
ら
な
る

感
染
症
予
防
に
徹
す
る
よ

う
町
民
に
注
意
喚
起
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
町
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
を
設
置
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ね
っ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
広
報
媒
体
や
出
前
講
座

問 S
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

対応ホテルを
答 事業者と連携していく

な
ど
を
通
じ
て
、
感
染
対

策
に
努
め
て
き
た
。

　
７
月
と
11
月
に
は
、
マ

ス
ク
の
配
布
を
行
い
、
感

染
予
防
の
周
知
徹
底
を

図
っ
て
き
た
。

　
今
後
も
、
自
分
の
命
は

も
と
よ
り
、
大
切
な
人
の

命
を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
広
報
媒
体
で
情
報
発

信
を
行
い
、
よ
り
一
層
の

感
染
対
策
に
努
め
る
。

　
年
末
年
始
の
帰
省
や
旅

行
な
ど
は
、
町
民
に
も
分

散
化
の
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
く
。

問 

感
染
予
防
の
注
意
喚
起
を

答 

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く

八重樫龍介議員

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
他
の
宿
泊
施
設
と
の
差

別
化
を
図
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
概
念
も
取
り
入
れ

な
が
ら
地
元
産
の
農
畜
産

物
や
水
産
物
を
活
用
し
た

特
色
の
あ
る
観
光
産
業
を

推
進
し
て
い
く
。

　
町
内
で
の
雇
用
や
収
入

を
生
み
、
持
続
可
能
な
発

展
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、

宿
泊
事
業
者
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

未来づくり
プラン

2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標

（※）�火災の消火など限定した活動を行う団員
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町の考えを問う 町の考えを問う

問 

移
住
定
住
の
情
報
発
信
を

答 

動
画
を
記
録
し
配
信
す
る

地域おこし協力隊員の針生和美さん。地元の素材で餃子を
手作り販売し、ふるさと納税の返礼品にも選ばれています

問 再犯防止計画を

答 計画策定を検討

問　

平
成
28
年
12
月
に

「
再
犯
の
防
止
等
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
た
。

　
同
法
律
で
は
地
方
公
共

団
体
に
「
国
と
の
適
切
な

役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、

再
犯
防
止
施
策
を
策
定
し

実
施
す
る
責
務
」
や
「
地

方
再
犯
防
止
推
進
計
画
を

定
め
る
努
力
義
務
」
な
ど

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
テ

レ
ワ
ー
ク
な
ど
働
き
方
に

も
変
化
が
見
え
て
い
る
。

失
業
者
の
増
加
や
来
年
度

の
新
規
採
用
者
が
激
減
し

て
い
る
と
の
連
日
の
報
道

も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
町
出
身
の
大

学
生
を
特
命
係
に
任
命

し
、
町
の
情
報
を
発
信
し

て
い
く
仕
組
み
を
作
る
こ

と
が
移
住
定
住
へ
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

ス
ク
ラ
ム
で�

協
力
隊
と

�

町
お
こ
し

　
検
挙
者
に
占
め
る
再
犯

率
は
48
・
７
％
と
見
逃
す

こ
と
の
で
き
な
い
割
合
で

あ
る
。
安
全
・
安
心
な
社

会
の
実
現
に
は
、
再
犯
防

止
対
策
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
町
で
は
、
計
画
策

定
を
含
め
ど
の
よ
う
な
対

応
を
す
る
の
か
。

町
長　
本
町
の
刑
法
犯
認

知
件
数
は
、
平
成
25
年
が

22
件
、
令
和
元
年
が
14
件

と
緩
や
か
で
は
あ
る
が
減

少
傾
向
に
あ
る
。

　
一
方
、
刑
法
犯
検
挙
人

員
に
占
め
る
再
犯
者
の
割

合
は
、
若
干
、
上
昇
傾
向

に
あ
る
。
再
犯
防
止
対
策

の
取
り
組
み
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
岩
手
県
が
策
定

予
定
の
再
犯
防
止
推
進
計

画
の
内
容
を
踏
ま
え
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
団
体
な

ど
と
連
携
し
、
計
画
策
定

に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
岩
泉
高
校
生
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
岩
泉
の
四
季

の
移
ろ
い
や
仕
事
、
街
並

み
、
活
動
の
感
想
な
ど
の

情
報
を
動
画
で
配
信
し
て

い
く
こ
と
を
提
案
す
る
が

ど
う
か
。

町
長　
首
都
圏
在
住
の
人

か
ら
「
地
方
に
貢
献
し
た

い
。
地
域
の
た
め
に
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
情
報

も
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

三田地久志議員

ト
な
ど
の
活
用
も
含
め
、

岩
泉
高
校
と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
、
必
要
な
人
材

を
確
保
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
情
報
発
信
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
動
画
配
信
は
、
本
年
度

着
任
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
が
、
他
の
協
力
隊

員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
活

動
の
記
録
、
撮
影
を
行
っ

て
い
る
。
新
規
募
集
に
向

け
た
情
報
配
信
に
活
用
し

て
い
く
。

安心・安全な住環境のため危険箇所の早期整備が必要

こ
ん
な
に
も�

九
百
四
十
六
の

�

危
険
箇
所

問　
台
風
10
号
豪
雨
災
害

か
ら
丸
４
年
が
経
過
し

た
。
町
内
の
建
設
業
者
の

お
か
げ
も
あ
り
、
本
年
度

末
で
の
完
遂
に
向
か
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、こ
の
復
旧
事
業

が
終
わ
っ
た
後
に
想
定
さ

れ
る
建
設
不
況
に
対
し
て
、

何
ら
か
の
激
変
緩
和
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
道
３
４
０
号
の
落
合

か
ら
川
代
区
間
の
早
期
整

備
は
釜
津
田
か
ら
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
通
る
前
に

や
る
べ
き
だ
。

　
急
傾
斜
地
・
土
石
流
・

が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
箇

問　
働
き
方
改
革
が
叫
ば

れ
る
中
、
本
町
の
畜
産
業

に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
岩
泉
農
業
振
興

公
社
の
労
働
実
態
な
ど
を

調
査
し
、
運
営
補
助
金
の

適
正
化
を
要
望
す
る
。

　

収
益
部
門
強
化
の
た

め
、
農
業
振
興
公
社
に
ヘ

ル
パ
ー
部
門
を
併
設
し
た

直
営
牧
場
の
経
営
に
乗
り

出
す
と
き
で
は
な
い
か
。

　
既
存
の
空
き
牛
舎
を
活

用
す
る
な
ど
工
夫
す
れ
ば

ハ
ー
ド
ル
は
そ
れ
ほ
ど
高

い
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

問 建設業の激変緩和策は
答 強

きょう

靭
じ ん

化地域計画で推進

町
長　
岩
泉
農
業
振
興
公

社
は
、
町
の
農
業
推
進
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
運
営
資
金
や

職
員
不
足
な
ど
が
課
題
で

あ
る
。
運
営
補
助
金
や
農

家
負
担
の
在
り
方
な
ど
早

急
に
検
討
し
て
い
く
。

　
既
存
の
空
き
牛
舎
を
活

用
し
た
直
営
牧
場
の
経
営

は
、
多
様
な
角
度
か
ら
慎

重
に
検
討
し
、
今
後
の
課

題
と
さ
せ
て
も
ら
う
。

　
同
時
に
、
ヘ
ル
パ
ー
部

門
の
創
設
も
引
き
続
き
研

究
し
て
い
く
。

問 

農
業
振
興
公
社
の
抜
本
改
革
を

答 

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
す
る

野舘　泰喜議員

所
９
４
６
カ
所
に
優
先
順

位
を
付
け
て
順
次
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。
台
風
被

害
で
寸
断
さ
れ
た
山
林
作

業
道
も
そ
の
ま
ま
の
所
が

少
な
く
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め

に
、
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
（
※
）
の
策
定
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
は
本
年
度
末
ま
で
に

策
定
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
町
内
建
設
業
者
に
は
、

通
常
工
事
の
ほ
か
に
除
雪

作
業
や
有
事
の
際
の
初
動

対
応
な
ど
町
民
の
暮
ら
し

を
守
る
う
え
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
今
後
、
災
害
に
強
い
強

靭
な
道
路
や
河
川
の
整

備
、
橋
の
老
朽
化
対
策
な

ど
将
来
に
わ
た
り
着
実
に

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
に
基
づ
く
事
業
を
計
画

的
に
推
進
し
、
工
事
発
注

の
激
変
緩
和
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

（※）�どのような大規模自然災害が起こっても機能不全に陥らず、強靭な地域
をつくりあげるための法定計画
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町の考えを問う 町の考えを問う

問 

公
共
交
通
体
系
の
見
直
し
を

答 

効
率
的
な
運
行
を
研
究
す
る

問　
町
で
は
、
町
民
バ
ス

の
運
行
費
や
二
次
交
通
へ

の
補
助
、
大
川
地
区
の
公

共
交
通
空
白
地
有
償
運
送

事
業
（
※
）
な
ど
交
通
手

段
の
確
保
や
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

　
町
の
高
齢
化
率
は
、
全

体
で
44
％
、
一
番
高
い
安

家
地
区
で
は
、
60
％
を
超

え
て
い
る
。
今
後
、
ま
す

ま
す
上
昇
す
る
と
考
え
る
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

と
っ
て
町
民
バ
ス
は
、
通

高
齢
者�

バ
ス
路
線
が

�

い
の
ち
綱

院
や
日
常
生
活
に
無
く
て

は
な
ら
な
い
極
め
て
重
要

な
も
の
で
あ
る
。
利
用
者

に
よ
っ
て
は
、
バ
ス
停
ま

で
の
距
離
が
あ
り
、
特
に

も
冬
期
間
は
、
通
院
や
買

い
物
の
荷
物
の
運
搬
な
ど

に
苦
労
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
な
ど
の
移
動
手

段
確
保
策
の
一
つ
と
し

て
、
高
齢
化
率
が
著
し
く

高
い
地
区
に
は
、
そ
の
実

情
を
勘
案
し
、
家
の
前
か

ら
安
心
し
て
乗
り
降
り
が

合砂　丈司議員

職員の資質向上のため定期的に行われている研修

ま
ち
づ
く
り�

組
織
の
強
化

�

待
っ
た
な
し

問　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り

プ
ラ
ン
の
理
念
と
基
本
姿

勢
に
は
「
未
来
を
創
り
出

す
行
政
組
織
づ
く
り
」
と

「
多
様
な
主
体
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
が
あ
る
。

　
本
年
度
、
重
点
的
に
取

り
組
ん
だ
内
容
と
評
価
を

示
せ
。

町
長　
現
在
、
行
政
組
織

や
事
業
の
見
直
し
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委

託
）
の
在
り
方
な
ど
行
財

政
改
革
大
綱
の
策
定
を

行
っ
て
い
る
。

　
職
員
一
人
一
人
が
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
業
務
課
題
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
お
け
る
支
援
策
の
提

案
な
ど
課
題
意
識
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
多
様
な
主
体
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、

地
域
の
足
の
確
保
や
買
物

支
援
、
高
齢
者
の
見
守
り

な
ど
を
進
め
る
う
え
で
も

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
町
の
課
題
を
さ
ま
ざ
ま

問　
町
が
抱
え
る
重
点
施

策
で
あ
る
「
定
住
化
の
促

進
」「
子
育
て
・
超
高
齢

化
対
策
」「
財
源
の
確
保
」

な
ど
、
こ
れ
ら
に
対
応
す

る
部
門
・
部
署
の
強
化
検

討
を
行
う
時
期
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

町
長　
国
の
情
勢
や
県
の

動
向
、
本
町
に
お
け
る

時
々
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
不
断
の
見
直
し
を

行
っ
て
き
た
。

　
産
業
振
興
や
地
域
活
性

化
な
ど
の
本
格
的
な
施
策

展
開
に
向
け
た
組
織
体
制

問 行政組織づくりの現状は
答 行財政改革大綱を策定中

の
見
直
し
は
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

　
策
定
中
の
行
財
政
改
革

大
綱
で
、
事
務
事
業
の
見

直
し
や
組
織
体
制
の
再

編
、
自
主
財
源
の
確
保
な

ど
を
始
め
と
し
た
新
た
な

時
代
を
見
据
え
た
行
政
課

題
に
対
応
す
べ
く
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
新
年
度
に
向
け
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
に

向
け
た
体
制
強
化
や
保
健

活
動
と
介
護
予
防
の
提
供

体
制
の
充
実
の
た
め
、
保

健
師
の
配
置
見
直
し
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。

問 

部
門
・
部
署
の
強
化
検
討
を

答 

体
制
強
化
や
見
直
し
を
検
討

坂本　昇議員

で
き
る
よ
う
な
、
や
さ
し

い
公
共
交
通
の
確
保
が
必

要
と
考
え
る
。

　
旅
客
運
送
事
業
者
な
ど

と
連
携
し
、
デ
マ
ン
ド
交

通
に
よ
る
公
共
交
通
体
系

の
見
直
し
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
人
口
減
少
と
高
齢

化
に
よ
り
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
者
は
減
少
し
て

い
く
状
況
下
に
あ
る
。
公

共
交
通
体
系
の
見
直
し

は
、
町
の
現
状
か
ら
も
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
公
共
交
通
機
関
は
、
町

民
バ
ス
も
含
め
幹
線
道
路

を
運
行
し
て
い
る
。
幹
線

道
路
か
ら
離
れ
た
場
所
の

町
民
、
特
に
も
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
不
便
な
状
況

と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
の
前
ま
で
、
バ
ス
な
ど

が
乗
り
入
れ
で
き
る
か
ど

う
か
は
物
理
的
、時
間
的
、

費
用
的
に
も
課
題
が
あ
る
。

　
大
川
地
区
の
公
共
交
通

空
白
地
有
償
運
送
事
業
や

県
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
先

進
地
事
例
な
ど
も
参
考
に

し
て
い
く
。
二
次
交
通
に

お
け
る
デ
マ
ン
ド
交
通
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

安
家
地
区
に
お
け
る
効
率

的
な
運
行
と
高
齢
化
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
調
査
研

究
を
し
て
い
く
。

　
今
後
、
町
民
バ
ス
の
運

行
状
況
の
現
状
分
析
と
利

用
者
の
実
態
調
査
な
ど
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
の
実
状
に
あ
っ
た

交
通
体
系
と
な
る
よ
う
対

応
し
て
い
く
。

な
団
体
と
共
有
し
な
が

ら
、
協
働
し
た
取
り
組
み

と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
今
後
、
行
政
事
務
の
平

準
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
。
迅
速
な
対
応
と
既
存

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

行
政
事
務
の
改
善
・
改
革

に
つ
な
げ
て
い
く
。

高齢者にとって荷物を持っての乗り降りは大変です

（
※
）
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
の
移
動
手

段
が
確
保
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
地
域
で
、

N
P
O
な
ど
の
非
営
利

団
体
が
、
営
利
に
な
ら

な
い
範
囲
で
運
送
の
対

価
を
も
ら
い
、
自
家
用

車
な
ど
を
使
用
し
て
運

行
す
る
形
態
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町の考えを問う 町の考えを問う

問 

給
付
金
な
ど
の
延
長
要
望
を

答 

県
町
村
会
と
連
携
し
て
い
く

宿泊助成の延長が望まれる

問　
台
風
10
号
被
災
者
の

国
保
医
療
費
・
介
護
保
険

利
用
料
の
減
免
に
助
け
ら

れ
て
い
る
町
民
の
声
を
聴

く
と
、
来
年
１
月
か
ら
ど

う
な
る
の
か
と
大
変
心
配

し
て
い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

国
・
県
の
制
度
を
利
用
し

て
、
ひ
と
息
つ
い
て
い
る

中
小
企
業
者
な
ど
も
い

る
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

支
援
制
度
自
体
が
浸
透
し

て
い
な
い
。

　
国
の
制
度
で
あ
る
、
持

続
化
給
付
金
や
県
の
観
光

支
援
事
業
な
ど
の
期
限
延

長
を
町
と
し
て
、
強
く
要

望
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

喰
え
て
こ
そ�

生
き
が
い
の
増
す

�

生
業
よ

　
中
に
は
、
減
免
措
置
が

無
く
な
っ
た
と
き
、
今
ま

で
の
よ
う
に
通
院
が
で
き

な
い
、
薬
も
飲
め
な
い
と

い
う
人
も
少
な
く
な
い
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
者

と
同
様
に
、
高
齢
化
と
収

入
の
不
安
に
あ
え
い
で
い

る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。

　
令
和
３
年
も
国
保
医
療

費
・
介
護
保
険
利
用
料
の

減
免
を
継
続
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
住
宅
再
建
は
、
お
お

む
ね
完
了
し
た
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
住
宅
再
建
に

伴
う
一
時
的
な
費
用
な
ど

被
災
さ
れ
た
人
が
抱
え
る

金
銭
的
負
担
を
考
慮
し
、

引
き
続
き
現
行
制
度
に
よ

り
令
和
３
年
12
月
ま
で
減

免
を
継
続
す
る
。

町
長　
申
請
期
限
延
長
の

要
望
は
、
県
内
市
町
村
の

動
向
も
見
な
が
ら
、
岩
手

県
町
村
会
な
ど
と
も
連
携

し
て
い
く
。

問　
町
独
自
の
第
一
次
産

業
者
や
中
小
企
業
者
な
ど

へ
の
緊
急
支
援
事
業
給
付

金
は
、
完
了
し
た
も
の
も

あ
る
が
ほ
と
ん
ど
受
付
中

で
あ
る
。
申
請
漏
れ
が
無

い
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と

林﨑竟次郎議員

健康まめもりフェアで行われた介護予防の体験

地
域
ケ
ア�

皆
で
支
え
る

�

人
ら
し
さ

問　
２
年
度
は
、
町
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
を
新
た
に
策
定

す
る
年
で
あ
る
。
介
護
保

険
は
、
社
会
全
体
で
高
齢

者
や
そ
の
家
族
を
支
え
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
制
度

で
あ
る
。

　
次
期
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
計
画
構
成
、
基
本

理
念
と
目
標
、
重
点
施
策

な
ど
の
基
本
的
な
組
み
立

て
を
示
せ
。

町
長　
次
期
計
画
の
基
本

的
な
取
り
組
み
は
、
現
行

計
画
の
基
本
理
念
を
踏
襲

す
る
。健
康
寿
命
の
延
伸
、

介
護
人
材
の
確
保
な
ど
を

基
本
目
標
と
位
置
付
け
策

定
を
進
め
て
い
る
。

問　
次
期
計
画
の
介
護
保

険
事
業
の
総
給
付
費
は
ど

の
程
度
に
な
る
と
推
計
し

て
い
る
か
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）
の
介
護

保
険
料
基
準
額
は
、
現
時

点
で
ど
の
よ
う
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　
現
行
計
画
の
総
給

付
費
は
、
３
年
間
で
42
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
次

期
計
画
の
現
時
点
の
推
計

は
、
44
億
円
前
後
と
み
て

い
る
。

　
介
護
保
険
料
基
準
額
は

現
段
階
で
示
す
状
況
に
は

な
い
が
、
現
在
の
月
額
６

４
０
０
円
の
水
準
を
維
持

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問　
岩
泉
線
代
替
バ
ス
の

利
用
者
は
、
茂
市
駅
で
の

待
ち
時
間
も
あ
り
、
県
立

宮
古
病
院
に
到
着
す
る
の

は
昼
近
く
に
な
る
。

　
代
替
バ
ス
が
宮
古
駅
ま

で
運
行
さ
れ
る
よ
う
関
係

機
関
に
働
き
か
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
岩
泉
線
代
替
バ
ス

の
宮
古
駅
ま
で
の
路
線
延

伸
は
、
利
用
者
か
ら
の
要

望
も
あ
る
。
利
便
性
も
高

ま
る
た
め
、
実
現
に
向
け

て
関
係
機
関
に
強
く
働
き

か
け
る
。

問　
小
川
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
は
、
利

用
さ
れ
て
い
な
い
路
線
や

問 次期介護保険料は
答 現状維持は難しい

運
行
回
数
の
減
少
が
見
ら

れ
る
。
利
用
促
進
に
今
後

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
予
約
制
や
運
行
日
程

な
ど
に
利
用
し
難
い
状
況

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
必
要
な
人

に
必
要
な
交
通
手
段
を
確

保
す
る
視
点
で
見
直
し
を

進
め
て
い
く
。　

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の

一
般
住
民
の
混
乗
運
行

（
※
）
を
考
え
る
べ
き
だ
。

町
長　
時
間
帯
の
調
整
や

料
金
設
定
、
制
度
的
な
課

題
も
あ
る
。
総
合
的
な
交

通
体
系
の
見
直
し
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

問 

宮
古
駅
ま
で
バ
ス
路
線
延
伸
を

答 

実
現
に
向
け
強
く
働
き
か
け
る

畠山　和英議員

次
は
、
シ
リ
ー
ズ
「
私
の
復
興
」

問 台風被災者の減免継続を

答 ３年 12 月まで減免を継続

が
必
要
だ
。

　
さ
ら
に
、
再
支
給
を
含

め
て
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　
緊
急
支
援
事
業
給

付
金
は
、
第
一
次
産
業
者

１
１
２
件
６
５
７
万
円
。

中
小
企
業
者
な
ど
２
７
８

事
業
者
５
５
６
０
万
円
の

給
付
を
完
了
し
た
。
万
が

一
申
請
漏
れ
が
あ
っ
た
場

合
は
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に

対
応
す
る
。

　
給
付
金
の
再
支
給
は
、

国
の
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

（※）�スクールバスの空席に一般の住民が乗車できるようにするもの
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委
員
長　

八
重
樫
龍
介

副
委
員
長　

小
松
ひ
と
み

委　
員　

野
舘　
泰
喜

　
　
　
　

三
田
地
久
志

　
　
　
　

畠
山　
和
英

　
　
　
　

畠
山　
昌
典

広報広聴常任委員会
編
集
後
記

▽
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
世
界

中
が
コ
ロ
ナ
禍
に
巻
き
込

ま
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い

な
い
こ
と
で
し
た
。
災
害

は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
突
然

と
目
の
前
に
現
れ
ま
す
。

何
年
に
一
度
と
か
い
う
尺

度
で
は
予
想
で
き
ま
せ
ん

▽
目
の
前
の
状
況
に
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
絞
っ

て
対
処
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
が
、
心
ま
で
萎
縮
し

な
い
よ
う
前
向
き
に
生
活

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す

▽
放
射
性
廃
棄
物
の
持
ち

込
み
を
拒
否
す
る
条
例
が

１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
全
会
一
致
で
可
決

し
た
こ
と
に
、
改
め
て
町

を
愛
す
る
気
持
ち
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

広
報
広
聴
常
任
副
委
員
長

�

小
松　
ひ
と
み

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
２月	 17 日	（水）	 町長施政方針演述
３月	 １日	（月）	 条例補正予算審査
	 ３日	（水）	 条例補正予算審査
	 ４日	（木）	 一般質問
	 ５日	（金）	 一般質問
	 8 日	（月）～12日（金）
	 	 	 新年度予算審査
	 12 日	（金）	 本会議の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

　傍聴の際は、新型コロナウイルス感染症
予防対策のため、マスクの着用、手指の消
毒、検温にご協力をお願いします。

四
し

垂
だれ

　修
おさむ

さん
（小川・58 歳）

　台風 10 号で家と豆腐工
場が被害を受けました。
　なかなか再建が進まな
かった時期には廃業も考え
ていました。そんなとき、
お客様から「おいしい四垂
豆腐を待っているよ」と励
まされ、なんとか自宅と工
場を再建できました。
　これからも支援してくれ
た多くの人に感謝し、恩返
しできるよう頑張ります。

　
本
町
は
、
東
日
本
大
震
災
や
度
重
な

る
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、
多
く
の
住
宅

や
公
共
施
設
が
被
災
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
、
個
々
の
住

宅
の
補
修
や
建
設
も
進
み
、
着
実
に
復

興
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
今
の
声
「
シ
リ
ー

ズ
私
の
復
興
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

私
の
復
興

シリー
ズ

Part-4

　いわいずみ議会だより第192号（令和
２年10月16日号）19㌻で、岩泉ホー
ルディングス㈱の山下社長のお名前に誤
りがありました。お詫びして訂正します。
誤：山下欣也社長　正：山下欽也社長

お詫びと訂正

10 月
� ６日� 広報広聴常任委員会（役場）
� ８日�総務常任委員会所管事務調査（町内）
� 21 日� 総務常任委員会所管事務調査（役場）
� 29 日� 議会運営委員会（役場）
� � 第５回臨時会（議会議事堂）
� � 第７回議会全員協議会（役場）
� 31 日� �国道 340 号宮古岩泉間整備促進住民総決

起大会（宮古市）

11 月
� ６日� �山形県高畠町議会　議会広報特別委員会

視察対応（役場）
� 12 日� 産業常任委員会所管事務調査（役場）
� 18 日� �山形県尾花沢市議会　総務文教常任委員

会行政調査対応（役場）
� 20 日� 令和３年度町の施策に対する要望（役場）
� � 岩泉町表彰式典（町内）
� 27 日� 議会運営委員会（役場）

12 月
� ３日� 第４回定例会　一般質問（議会議事堂）
� ４日�一般質問（議会議事堂）
� � �台風第 10 号豪雨災害復旧・復興推進調

査特別委員会（役場）
� � 第８回議会全員協議会（役場）
� ８日� �条例補正予算等審査特別委員会（役場）
� � 本会議（議会議事堂）
� 13 日� 押角トンネル開通式（町内）

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞
きます。ここでは、議会や議員の主な活動状
況をお知らせします。（全日程はＱＲコードで） 議会の動き


